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三角比：特別編 

 

学習
がくしゅう

目標
もくひょう

 

 三角比を利用して、ピザを正確に切れるようになろう！  

三角比の内容を活用してピザを 5等分する方法を考えてみよう！ 

【実験：まずは実際に円を 5等分してみよう！】 

 

                  

                             

                                      

           

 

 

 

半径の長さ 1 のピザを考えてみよう。 

 

ピザを 5 等分にするための方法を考えてみよう！ 

(予想) 

 

 

 

 

 

ピザを５等分にする場合、１つの内角は 360°÷5=__＿__° 

 

ここで内角が 72°の直角三角形𝑂𝐴𝑃を考える。       

𝑂𝐴の長さを𝑥とおくと、𝑥の長さは 

(計算スペース) 

 

 

 

 

 

 

 

 

よって、𝑥 = 

                   𝑥 

72°でピザを切るためには、半径 1 のピザに対して、中心𝑂から𝑥軸方向に 0.3090 の長さの 

場所に点𝐴を図示し、点𝐴を𝑦 軸方向に平行移動させて、円と交わった点𝑃と中心𝑂を結べば 

よい。 

しかし、定規等を使わず正確に𝑂𝐴 =0.3090 を満たす点𝐴を図示することは大変難しい。そこ 

で、２等分を繰り返し行い、𝑂𝐴 =0.3090 を満たす点𝐴に限りなく近い点𝐴′を図示する方法を 

考えよう。 
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【区間縮小法の原理の活用】 

線分𝑂𝑆に対して 2等分を繰り返し 

行うとき、線分𝑂𝑆上の点𝐴に限り 

なく近い点𝐴′を打つことができる。 

 

(実際にやってみよう！) 

実際に、右図のように線分𝑂𝑆に対して、点𝑂から長さ 0.3090 の位置に点𝐴を図示した 

図がある。点𝐴に限りなく近い点𝐴′を図示するとき、何等分にすればよいか。 

また、点𝑂に近い方から何番目の点が限りなく点𝐴に近くなるか求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

予想：＿＿＿等分したとき、点𝑂から＿＿＿番目の点𝐴′が点𝐴に限りなく近い。 

 

 

 

ピザを 72°に切るための線分𝑂𝐴′を書く手順をまとめると、 

 

【５等分にする方法】 

1. 線分𝑂𝑆の中点を図示し、左側→右側→左側にそれぞれ２等分し、点𝐴′を図示する。 

2. 点𝐴′を通り、𝑥軸に対して引いた垂線と単位円との交点𝑃を図示する。 

3. 点𝑂と点𝑃を結んだ線分𝑂𝑃を図示する。 

4. 円を72°回転させ、1～3 の作業を繰り返し行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇活動の時間 

学習した 5 等分にする方法を用いて、実際にピザを５等分にしてみよう！ 

𝑂 𝑆 𝐴 

𝑂 𝑆 𝐴 

１ 
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0.3090 

5

16
= 
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【宿題：円を 10 等分にする方法を考えよう！】 

単位円を 10 等分するということは 10 等分した扇形の中心角は 360÷10＝＿＿＿° 

 

 

よって、10 等分にするとき、 

線分𝑂𝐵の長さを𝑥とすると   

(計算スペース) 

 

 

 

 

 

 

𝑥＝ 

 

よって、原点𝑂から𝑥軸方向に 0.809 の距離に点𝐵を書くことができれば 10等分するための点𝑃 

を図示することができる。次に、点 B を目分量で図示するための方法を考えよう！ 

 

下図のように線分𝑂𝐿に対して、点𝑂から長さ 0.8090の位置に点𝐵を図示した図がある。 

点𝐵に限りなく近い点𝐵′を図示するとき、何等分すればよいか。 

また、点𝑂に近い方から何番目の点が点𝐵に限りなく近くなるか求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予想：＿＿＿等分したとき、点𝑂から＿＿＿番目の点𝐵′が点𝐵に限りなく近い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

𝑂 𝐿 
𝐵 

0.8090 

13

16
= 
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ピザを 10 等分に切るための線分𝑂𝐴を書く手順をまとめると、 

 

【10 等分にする方法】 

1. 線分𝑂𝑆の中点を図示し、左側→右側→左側にそれぞれ２等分し、点𝐵′を図示する。 

2. 点𝐵′を通り、𝑥軸に対して引いた垂線と単位円との交点𝑃を図示する。 

3. 点𝑂と点𝑃を結んだ線分𝑂𝑃を図示する。 

4. 円を36°回転させ、1～3 の作業を繰り返し行う。 

 

【課題】10 等分にする方法を用いて、実際に円を 10 等分にしてみよう！ 
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